
＜報 告＞

中央大学保健体育研究所講演会

日　時：2013年11月28日（木）

演　者：中 塚 義 実 氏

テーマ：オリンピック教育の現状と今後
　　　　――2020年をゆたかに楽しむために――

　アスリート，タレント，知事など関係者総動員での招致活動がテレビニュース，新聞
などでも大きく報じられ注目が高まる中， 7 年後の東京オリンピックの開催が決まり
ました．49 年前に東京で開催されて以来の夏のオリンピックの開催となりましたが，
はたして，受け入れる側の我々は，オリンピックとは何なのかということを理解してい
るのでしょうか？　単なる世界規模のスポーツ競技会ではないオリンピックの側面を，
オリンピック教育という視点から筑波大学付属高校の中塚義実先生より御講演いただ
きました．中塚先生は国際ピエール・ド・クーベルタン・ユースフォーラムに，筑波大
学付属高校の生徒を参加させるという点でもオリンピック教育に深くかかわりを持た
れております．オリンピック教育は実は日本でも非常によく似た思想のもとに，スポー
ツ教育としてすでに行われている現状などもお話下さり，これからの社会を担う学生た
ちにも，2020 年に開催されるオリンピックを，距離的に身近なオリンピックではなく，
真の意味で身近に感じてもらうことができればと願います．

研究所企画委員長：高村直成

は じ め に

　皆さん，こんばんは．ご紹介いただきました中塚です．

　出身は大阪．大阪府立の高校を出て，1980年に筑波大学に入学しました．入学したのは1980

年．オリンピック・イヤーですね．何のオリンピックか分かりますか．皆さん，もっとずっと

後に生まれているのですね．モスクワオリンピックです．ただし，日本は参加せず，ボイコッ

トです．なぜボイコットかというと，当時，東西冷戦ですね．オリンピックの前年に，開催国

であるソ連がアフガニスタンに軍事介入し，それに対して当時アメリカのカーター大統領が，
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よその国に侵略するような国で開かれるオリンピックにわれわれは選手団を出さないというこ

とを言いだして，西側の他の国々にも同調を求めたのです．当時日本は，今もそうかもしれま

せんが，基本的にはアメリカの言いなり．というよりも，日本のスポーツ界が独自の財源を全

然持たないで，政府からの補助金で全部やっていた関係で，政府の判断に対して「ノー」と言

う自分たちのパワーを持っていなかったということがあり，カーター大統領から日本の政府へ

来たものがドンと下りてきて，日本もボイコットとなったのです．

　他の西側諸国，フランスやイギリス，カナダ，西ドイツなどの国々も同じような決断を迫ら

れたわけですが，同じようにボイコットを決めた国もありました．確かに平和があってのス

ポーツだと．ですから，「よその国を侵略するような国でやるようなオリンピックに，俺は出

ないよ」というように判断したプレーヤーがいます．一方で，スポーツと政治は別だと考え

「そのようなことがあったとしても，俺は出るよ」と判断したプレーヤーもいました．個々の

プレーヤー，アスリートが自分で判断ができるぐらいの財源を持っていたんですね．そのよう

なことをよその国はもうすでにやっていた．これではいけないということで，オリンピックに

選手団を派遣する JOCという組織が，日体協から分離独立し，自主的な財源を確保し，自立

していこうというきっかけになったのも，モスクワのオリンピックです．ただし，後に JOC

の会長になった人．長野オリンピックの招致も成功させた，西武グループの堤義明さんです

が，お金を集めるのは上手だったけれども，やはりいろいろと問題があって，失脚してしまい

ました．なかなか難しいですね．

　よく覚えているのが，大学入試．私は共通一次試験の 2期生ですが，筑波大学独自の入試も

あって，面接があって，そのときに，「君は，モスクワオリンピック・ボイコット問題につい

てどう思うかね」ということを聞かれたわけです．みんな聞かれたのです．だけれども，やは

り難しい．たしか，「判断できない」と僕は答えたと思います．どちらの言い分も分かるとい

うような感じでね．もしかするとそれが，私とオリンピックの妙な関わりの始まりなのかもし

れません．

　その後，筑波大の蹴球部で 4年間お世話になって，スポーツ社会学というものに触れて，大学

院へそのまま行きました．ちょうどその頃，Ｊリーグの前のサッカーのプロ化がありました．

プロ選手が 2人生まれたのは知っていますか．奥寺康彦さん，木村和司さん．そのあたりの動

向を修士論文で取り上げ，そのあとご縁があって今の職場に勤務し，なんと丸26年間，異動も

なく，同じところにずっと居続けながら，定点観測をしているというのが現在のところです．

　いろいろとやっていますが，このような話をしていると中身にいつまでたっても入らないの

で，中身に入っていきたいと思いますが，皆さんの属性も教えてください．学生の人たち，大
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学 1 年生の人は，どれぐらいいますか．

結構いるな．はい， 2 年生の人は？ 3 年

生の人． 4 年生． 4 年生は，卒論はない

の？

　なるほどね．そうですか．大学院生の

人はいるのですか．いないのね．体育会

の運動部に所属している人は，どれぐら

いいますか．はい．東京にオリンピック

が決まってうれしい人は？ そうですか．

分かりました．

　お題は，このようなことにしております，「2020年をゆたかに楽しむために」．本当は「2020

年以降を」なのですけれども，いいでしょう．今日の中身ですが，そもそもオリンピックとい

うのは何だろうというところから確認していきたいと思います．それが，オリンピック教育と

は何だろうというところにもつながってきます．国際ピエール・ド・クーベルタン・ユース

フォーラムという，私自身，関わるようになるまで全く知らなかった高校生の国際交流イベン

トに生徒を引率していきましたので，その部分は，写真などを使いながら紹介していきたいと

思います．オリンピック教育の今とこれからということで，ところどころ質疑の時間も取りた

いと思います．恐らく猛烈に早口になってしまうと思います．覚悟しておいてください．

「オリンピック」って何だろう？

　「オリンピックって何だろう」から始まります．創設者は，ピエール・ド・クーベルタン．

恐らくここにいる人は，このようなことに関心を持っている人たちですね．この名前を聞いた

ことがある人は，どれぐらいいますか．初めて聞いた人は？ おっと，これは意外だな．そう

ですか．ちなみに，皆さんすでにご覧になっている，本日のセミナーの案内チラシですが，写

真の私の隣にいるおじさんが，ピエール・ド・クーベルタンの妹さんのお孫さんです（p. 205，

資料33，③の写真参照）．クーベルタン家を継いでいる人で，来週，来日されます．

　古い話は省略ですが，とりあえず前段として，昔，ギリシャでオリンピックの前身となるよ

うな競技会が行われていたのだということぐらいは，押さえておいてください．主要な四つの

都市があるのですけれども，その中の一つがオリンピアという都市で，オリンピックというの

は，そこから名称が来ているわけですね．その競技会は，紀元前776年から紀元393年まで，

　オリンピックは単に勝ち負けを競うだけでなく、バランスのと
れた人間を育て、世界平和を求めるものです。
　国際ピエール・ド・クーベルタン・ユースフォーラムをご紹介
しながら、オリンピック教育について考えます。

１．「オリンピック」って何だろう？
　・創始者クーベルタンの思想を中心に

２．「オリンピック教育」って何だろう？
　・国際ピエール・ド・クーベルタン・ユースフォーラムを中心に

３．「オリンピック教育」のいまとこれから
　　－2020 年（とそれ以降）を “ゆたかに楽しむ” ために

資料 1
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1,000年以上ずっと続きました．ギリシャ

の神様を祭る祭典競技会として長らく続

いていたのですが，ローマ帝国に支配さ

れ，ローマ帝国がキリスト教を国の教え

にした時点でギリシャの神々は異教徒の

神様になっていきます．異教徒の神様を

祭るようなイベントはだめだということ

になって，中止になり，そこから長いこ

と，約1,500年ぐらい，地球上にオリンピッ

クというものはありませんでした．

　ところがそのうちギリシャの遺跡を発掘する人たちが出てきて，神話で語られていたものの

一部が遺跡として出てきて，「われわれのふるさとギリシャ」の様子が徐々に明らかになって

いきます．われわれというのは，ここではヨーロッパ人のことですね．彼らのふるさとのよう

なものですから，ギリシャというのは．古代ギリシャで祭典競技会をやっていたという記録は

あったけれども，本当にやっていたのだということが遺跡の発掘でわかってきて，いろいろな

関心が出てきたのが，19世紀の半ばぐらい．ちょうどその頃，近代オリンピックの創始者であ

るピエール・ド・クーベルタンは，フランスのパリで貴族の子弟として生まれるわけですね．

　1863年というとどのようなときかというと，クーベルタンが 7～ 8歳ぐらいのときに普仏戦

争，プロシアとフランスの間の戦争があって，あっけなくフランスは敗れ去る．国自体がまっ

たりとして，元気のないような，そのような状況です．海の向こうのイギリスはどうかという

と，いち早く産業革命を成し遂げ，近代国家イギリス，そして，七つの海を制覇するグレー

ト・ブリテンという感じで，非常に勢いがあるわけですね．

　ちなみに多くの近代スポーツが，そのイギリスで生まれます．サッカーをやっている人は，

どれぐらいいますか．その中で，中央大学サッカー部の人は？ 結構いるではないですか．

1863年，FA誕生．これは，The Football Association ですね．最初にできたフットボール協会

なので，The です． 2 番めにできたスコットランドのFootball Association は，Scottish 

Football Association．ずっと後にできた日本のAssociationは，JFA, Japan Football Association．

　クーベルタンが生まれた1863年に，フットボールも生まれているわけです．今年，クーベル

タン生誕150周年．フットボール誕生150周年ですね．そこでサッカー派とラグビー派に分かれ

て，1871年にはラグビーが，ユニオンが創設される，そのような時期です．

　当時のフランスの貴族は何をしているのかといったら，別に何をしなくても食べていけるわ

オリンピックって何だろう？①
◆創設者ピエール・ド・クーベルタンのあゆみとともに
　・1863 年パリで生まれる（フランス貴族）
　　※1870 ～ 71 普仏戦争
　　※英国では 1863 年に FA、1871 年 RFU が創設
　・1883 年（20 歳）英国のパブリックスクール視察
　・1889 年＆1893 年　アメリカで同志の輪を広げる
　・1890 年　ウェンロック・オリンピック視察
　・1894 年（31 歳）パリ・アスレティック会議
　　　　　　　　　↓
　　　　近代オリンピックの復興
　第１回大会を 1896 年にアテネで開催

資料 2
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けですが，大体はやはり軍隊，士官になっていくか，あるいは文学や芸術など，そのような方

面に向かっていくわけで，クーベルタンも，もしかするとそのような路線に向かっていたかも

しれません．しかし彼は，幼い頃から家庭教育の中でラテン語やヨーロッパの歴史などの勉強

をいろいろとする中で，少しずつ古代ギリシャに関心が向いていきます．

　それだけではなくて，当時まったりとしていたフランスの教育を何とかしなければいけない

という問題意識を，彼はずっと持ち続けます．そして，当時の先進国だったイギリスに何度か

足を運び，英国のパブリックスクールを視察に行って，20歳，ちょうど皆さんぐらいの年代

に，「これだ」と感じるものに出会うわけです．当時のパブリックスクール，例えばラグビー

校においては，ラグビーというのは学校の名前ですけど，放課後の部活動といいますか，寮対

抗でフットボールがさかんに行われていました．はじめのうちは，先生たちが，血気盛んな生

徒たちのエネルギーのはけ口として，ある意味生徒たちを管理する手段としてやらせていたの

ですが，そのうち生徒同士が自分たちのゲームを作り上げゲームの中で心身が鍛えられ，責任

感といいますか，自分はこのチームに対して何ができるのかということが醸成されるように

なっていきます．それが，結果的に近代国家イギリスを担っていく人材育成に非常につながっ

ているようすを見るわけです．イメージは，ハリー・ポッターです．放課後やっていますね，

球技を．彼らは魔法使いなので，空中を飛び交う球技だけれども，寮対抗でやります．あのよ

うなイメージでやりながら，自分たちの仲間意識を醸成しつつ，いろいろなものを育んでい

る．「これだ」と感じるわけです．つまり，青少年の教育にスポーツをというような考え方で

す．

　彼は貴族でお金もたくさんあったので，志の輪を広げるためにあちらこちらに出掛けます．

たとえばアメリカで同志の輪を広げたり，ウェンロック・オリンピックを視察します．

　これを見たことがありますか（資料

3）．見たことがある人？ 何ですか．

そう．これは，誰君でしょう．ウェン

ロック君です．ロンドンのときのオリン

ピックのキャラクターは，ウェンロック

君という名前でした．もう 1匹，もう 1

人というのかな．マンデヴィル君という

同じようなキャラクターがいて，それ

は，パラリンピックのマスコットです．

両方，オリンピックと非常に関係がある

資料 ３



176 中央大学保険体育研究所紀要 第32号

のです．

　何がウェンロックかというと，第126回アニュアル・ウェンロック・オリンピアン・ゲーム

ズと書いてあるように，イギリスの端のウェンロックという町で，1850年からウェンロック・

オリンピックというものをやっていたのです．ウィリアム・ペニー・ブルックスというお医者

さんが，運動することによって健康になるというようなことを啓蒙する意図で，ウェンロック

の市民およびその周辺の人たちを集めて毎年 1回やっているものが，もう百何十年も続いてい

る．この町には，その名のとおり「ウィリアム・ペニー・ブルックススクール」という学校が

あって，後で話をするクーベルタン・スクールの集まりにやってきます．ウェンロックの人た

ちが，オリンピックの本当のルーツはクーベルタンではなくて，われわれのウィリアム・ペ

ニー・ブルックスなのだということを著した冊子を作っているのですね．クーベルタンは1890

年にそこを訪れ，「お，やってるじゃないか．これはいいな」と．

　ただし，ウェンロック・オリンピックは，あくまでもローカルなオリンピック．クーベルタ

ンの関心は，もうすでに世界平和というところに向かっています．ちょうど時代が，やはり帝

国主義．それぞれの国はまとまろうとしているけれど，お互いの利害関係がぶつかり合って，

いろいろなところで戦争が起きている．そのような時期に，お互いのことをリスペクトしなが

ら，平和な社会を作っていこうと．そういえば古代ギリシャのオリンピックでは，オリンピッ

クをやるときに戦争を休んでいたではないかというようなことも含め，近代オリンピックの復

興を提案します．

　1894年，日本では日清戦争をやっている頃ですね．海の向こうでは，パリで各国の代表者が

集まって，本当はアマチュアリズムとプロフェッショナリズムのことをどうするかという会議

だったけれども，そこで近代オリンピックの復興が決まり，第 1回大会を1896年，アテネで開

催する．

　これは，第 1回大会のようすです（資

料 4）．一番右端がポスターで，これは

100ｍの決勝のようす．よくこのような

写真が残っていると思うけれども，おか

しいでしょう，この人たちのスタート

は．高校生の50ｍ走でタイムを計ると，

みんなこのような感じですね．「位置に

ついて，よーい」と．優勝したのは，ク

ラウチング・スタートをこのときいち早

資料 ４
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く取り入れていた，アメリカの方です．

スポーツの技術もまだまだ未開発の状態

で，このような競技会を重ねていく中で

お互いの技術も海を越えて交換されなが

ら，少しずつ発展して今日に至るわけで

す．

　さて，整理すると，そのような背景で

クーベルタンが，近代オリンピックを復

興しようとした．彼が目指したことを，

「オリンピズム」という言い方で表現しま

す．スポーツをすることで，身体と精神と知性の調和の取れた若者を育成する．異なる国や地

域の人とスポーツを行うことで，互いに相手を尊重し，自分とは異なる相手の文化や考え方を

理解する．異文化理解，世界平和．そのようないい人が増えていけば，平和でよりよい世界が

作られるだろうと，このようなことがクーベルタンの最初の考え方で，これは今も脈々とオリ

ンピック運動のベースにあるわけです．

　ですから，オリンピックというと， 4年に 1回アスリートが集まる運動会の大きいものとい

うように多くの人が考えていると思うけれども，あれはオリンピックのムーブメントの中の一

つであって，本当はこれを実現するさまざまな取り組みが，オリンピックが目指しているも

の．それを近年，IOC，国際オリンピック委員会は，このような言葉で表現しています．三つ

の価値，エクセレンス，フレンドシップ，リスペクト．ごく当たり前といえば当たり前なのだ

けれども，このようなことを，オリンピックの活動の最も重要な価値として位置づけようと．

これは教育的な価値が非常にあるのだということで，オリンピズムの教育的価値，ここに挙げ

ているようなことを IOCがしっかり言いながら，それぞれの国で，それぞれの地域で，オリ

ンピズムをしっかり教育の軸に据えながらやっていこうということを言っているわけです．

「オリンピック教育」って何だろう？

　では，オリンピック教育とは何だろうということで，ようやくオリンピックと教育がつな

がってくるわけですが，これについては，このようなものがあるのですね．JOA, Japan 

Olympic Academy という組織があって， 2年前のちょうど今頃国際シンポジウムがあって，

このようなタイトルで話をする機会を得ました．今からしばらく，そのときに使ったスライド

オリンピックって何だろう？②
◆クーベルタンが目指したこと ⇒ オリンピズム
・スポーツをすることで、身体と精神と知性の調和のとれた若者を育成する
・異なる国や地域の人々とスボーツを行うことで、互いに相手を尊重し、自分
とは異なる相手の文化や考え方を理解する（異文化理解・世界平和）
・スポーツによってよりよい人間が増えれば、社会がよくなり、国がよくなり、
世界がよくなっていく⇒平和でよりよい世界の構築

◆オリンピックの価値（Olympic Values）
　卓越（Excellence）、友情（Friendship）、尊重（Respect）
◆オリンピズムの教育的価値
　①努力する喜び（Joy of effort）
　②フェアプレイ（Fair play）
　③他者への尊重（Respect for others）
　④卓越さの追求（Pursuit of excellence）
　⑤身体、意志、心の調和（Balance between body，will and mind）

資料 5
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で話をします．ついでながら，第36

回，今年の来週末ですね．このよう

なタイトルで明治大学の駿河台校舎

でありまして，そこでも時間を少し

いただいて，この夏行ってきたユー

スフォーラムの参加報告をします（資

料 6）．写真にある（p. 205，③）クー

ベルタンの子孫の方，アントワン・

ド・ナバセルさんというのですが，

クーベルタン生誕150年記念でこのよ

うなタイトルのシンポジウムがある

ので，わざわざフランスから来てく

ださるということなのですね．興味

のある人は，ぜひ JOAのホームペー

ジを見て，誰でも参加できると思う

ので，今からでも申し込んでみてく

ださい．この翌日，月曜日には，ナ

バセルさんは私の学校へ来て，体育

理論の授業を参観されます．

　先ほど紹介の中で，私がオリンピッ

ク教育のエキスパートのような言い方をしてくださいましたが，私にとっては，「何で俺がこ

んな話をしてるんだろう」という感じです．はっきり言って唐突でした．中央大学もそうだろ

うと思うけれども，大学という組織は，ただ従来やっていたようなことをやっていればいい時

代ではなくなっており，特にグローバル教育といいますか，これからの時代に応じた人材を育

てていこうということで，いろいろと考えているのです．国立大学法人筑波大学でも，中期目

標や中期計画というものを立てて，それに合わせていろいろなプログラムの見直しをしていま

すが，その中でオリンピック教育というものが，あるときポンと出てきたのです．これは何か

というと，これも後で出てくるけれども，筑波大学の前身の東京高等師範学校の校長先生をさ

れていた嘉納治五郎の生誕150周年が2010年で，これに合わせて組織づくりをし，オリンピッ

ク教育に力を入れていこうということになったわけです．

　実は世界各地に，オリンピック教育研究センターというものがあるのです．例えば，ラフバ

では「オリンピック教育」って何？
国際シンポジウム 2011（第 34 回 JOA セッション）

筑波大学附属高校における
オリンピック教育

2011 年 12 月 4日　於国立スポーツ科学センター

〈おまけ〉
JOA設立 35 周年記念　第 36 回 JOA セッション

TOKYO2020 レガシー
クーベルタンの思想と国立競技場からの展望
2013 年 12 月 8日（日）於明治大学駿河台校舎

「第 2部　ピエール・ド・クーベルタン生誕 150 年を記念して」の中で、
「第 9回　国際ピエール・ド・クーベルタン・ユースフォーラム参加報告」をします

資料 6

「オリンピック教育」とのかかわり
◆2010 年 9～ 10 月
１）筑波大学オリンピック教育ブラットフォーム（CORE）設立準備
　附属学校の取りまとめ役として関わってほしいとの依頼が、当時の附属
学校教育長・阿部生雄氏からあった

２）国際ピエール・ド・クーベルタン・ユースフォーラムへの派遣依頼
　田原淳子氏（PdC 委員会理事）より阿部氏へ打診
「2011年8月に北京で行われる第８回国際ピエール・ド・クーベルタン・ユー
スフォーラムに、筑波大学の附属学校から生徒を派遣してもらえないか」
「附属高校からどうだろう…」

↓
いきなり、「オリンピック教育」の当事者になってしまった

資料 7
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ラ大学，あるいはケルンスポーツ大学．そのようなところにオリンピック教育のセンターがあ

るのだけれども，いずれも研究するばかり，あるいは，資料を集めたりするばかりのようなの

です．筑波大学の素晴らしいところは，附属学校を持つというところで，小・中・高，駒場

中・高，坂戸，それに視覚，聴覚，肢体不自由などのいわゆる特別支援教育学校など，全部合

わせると11校あります．研究したことを附属で実践できるという環境を持つセンターは世界で

ただ一つです．これが売りであるということで，当時の附属学校教育長の阿部生雄さん．この

人の名は，サッカー部の人は押さえておいてほしい名前の一つだけれども，中央大学と筑波大

学のサッカーの定期戦でトロフィーが幾つか出るでしょう．阿部杯というものがあるのを知っ

ている？ 大きくうなずいているけれども，あるね．あれは何なの？ ウチノ杯と小野杯と阿

部杯が出るね．

　学生　小野は……．

　おお，呼び捨てたか．

　学生　グラウンドに銅像がある．

　グラウンドに銅像がある．なぜ銅像があるの？ まあ，いいです．後で調べておいてくださ

い．この阿部生雄さんは，その阿部さんのご子息です．この人のお父さんが，かつて東京教育

大学のサッカー部の部長を長くされていて，中央大学の小野さんといろいろと話をする中で，

「おい，定期戦をやろうぜ」という話になった．スポーツの歴史の研究家なのだけれども，そ

の先生から，「中塚君，附属学校のオリンピック教育の取りまとめやってよ」と．以前からい

ろいろとおつきあいさせてもらっていたこともあって，そのようなことになりました．何のこ

とか，僕にはさっぱり分かりませんでしたけど，これがはじまりでした．

　それから，ちょうど同じ時期，これもはじめはさっぱり分からなかったけれど，国際ピエー

ル・ド・クーベルタン・ユースフォーラムに筑波大学附属高校が出ないかという話が，国士舘

大学の田原淳子先生から来ました．その人も初対面だったのだけれども，いろいろと話を聞い

てみると，国際ピエール・ド・クーベルタン委員会というものがあって，その委員会の理事の

方のようで，「附属高校からどうだろう」と．そのようなことで，いきなりオリンピック教育

の当事者になってしまったというわけです．

　とはいっても，例えば皆さん，この中で教員志望の人はどれぐらいいるの？ 何の先生にな
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るの？ 英語，社会科．なるほど．教員集

団というのは，いろいろなことを教員の会

議で決めていくのです．何でもそうかもし

れないけれども．あるとき，オリンピック

教育をやることになりました，今度ユース

フォーラムに生徒を派遣してくれと依頼が

来ていますということを，一個人が勝手に

連れていくわけにいかないので，教員の会

議に諮るわけです．そうすると，このよう

な声が出てくるわけです．「オリンピック

教育って何だ」と．オリンピックというのは， 4年に 1回開かれる大きな運動会だろう．それ

に「教育」がつくということは，一体どのようなことか．

　ここまでの話を聞いた皆さんは分かると思うけれども，初めて聞くと何のことか分からない

ですね．オリンピック選手を育てるプログラムか．なぜそれを筑波大の附属高校がやるのか．

エリートのための教育．教育界でエリートというのは，非常にアレルギー反応を起こす人がい

るので，非常にやりにくいです．ついでに言うと，物理オリンピックに関わっているような先

生もうちの学校にいるのだけれども，物理界でも同じことを思われているようで，物理のエ

リートを育てるのか．本当はそうではなくて，それにつながる，「物理大好きになってほしい

ね」というのが物理オリンピックの一番のポイントのようなのですけれども，ごく一部のエ

リートのための教育のように思われてしまう．

　それから，ちょうどこの頃，2016年

の方のオリンピック招致をやってい

て，オリンピック招致活動の一環なの

かという声もありました．あるいは，

オリンピックは体育科でやればいい

じゃないかと，このような感じです．

ましてやユースフォーラムに参加する

となると，ただでさえ忙しいのに，一

体誰が引率するのか．引率問題という

のは，学校の先生の中でもめることが

多いので，先生になる人は，注意しよ

「オリンピック教育」って何？
◆「オリンピック教育」に対する、一般的な教員の反応
　「オリンピック選手を育てるためのプログラム？」
　「エリートのための教育？」
　（「物理オリンピック」等も同様に受け止められている）
　「オリンピック招致活動の一環？」
　「体育科でやればいいんじゃないの？」
◆ユースフォーラムへの参加をめぐって
　「ただでさえ忙しいのに、いったい誰が引率するの？」
　「なぜ附属高校がやらなくてはならないの？」
　「クーベルタン・スクールになったら主催する？　それは無理…」

↓
決して、好意的には受け止めてもらえなかった

資料 8

田原氏にお聞きしたこと①

IOC は「オリンピック教育」に力を入れている
◆「国際ピエール・ド・クーベルタン委員会」がある！
・「クーベルタンの思想の維持・普及・教育・研究」を目的として 1987
年設立。会長は Prof.Dr.Norbert Mueller（ドイツ）
・1997 年サマランチ IOC 会長（当時）は、すべてのNOCにクーベルタン・
スクールの普及促進を提唱
・主な活動は、出版物の発行／シンポジウム等の開催／ IOC 関連会議
での発表／国際クーベルタン・ユースフォーラムの開催（1997 ～）／
学術論文に対するクーベルタン賞の授与（2008 ～）
◆「クーベルタン・スクール」が世界各地にある！
・世界に約 50 校（幼稚園、小・中・高校）が加盟〈2006 年時点〉
・ピエール・ド・クーベルタンの教育思想に贊同し、それを学校の教育理念と
している学校。ピエール・ド・クーベルタンの名前を持つ学校や国際オリンピッ
ク委員会（IOC）の設立と強い結びつきのある学校が含まれる
・高校は、２年に１回、輪番で「ユースフォーラム」を開催している！

　〈田原氏作成スライドより〉

資料 9
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うね．あるいはなぜ附属高校がやらな

ければいけないのか．

　それから，ここが大事です．クーベ

ルタン・スクールになったら，いつか

は主催しないといけません．物理もそ

う，化学もそう，オリンピックとつく

プログラムは他にもいろいろとあるけ

れども，長いこと日本が参加しなかっ

たのは，参加してしまうと，いつか主

催しなければいけないから．非常にお

金がかかります．そのためのバック

ボーンはありません．特に民主党の政

権時に，いろいろとカットされたね．

そのような背景の中で，なかなか大変

だと．好意的には受け止めてもらうこ

とができなかったということです．

　ちょうどその頃，田原さんからいろ

いろと聞きました．IOCは，オリン

ピック教育に力を入れているのだ，委

員会があるのだと．詳しいことは省略

しますが，とにかくあるのだというこ

と．クーベルタン・スクールというも

のが，世界各地にあるのだと．高校の

年代だけでも，世界に30校と言ったか

な，そのようなものがあって， 2年に

1回クーベルタン・スクールが集まっ

て国際フォーラムをやっている．その

ようなことは，僕も全然知らなかった

のです．正式に加盟すると，生徒 7

名，教員 1名．オブザーバーとして参

加する場合は，生徒 2名，教員 1名の引率．参加者の滞在費は，クーベルタン委員会が持って

田原氏にお聞きしたこと②

「国際 PdC ユースフォーラム」というものがある
【目的】若い人々がクーベルタンの思想を感じとって、それを実践に移
し、将来、自分の国でオリンピック・クーベルタンのムーブメントを
形づくる力を養う
【対象】クーベルタン・スクールズ・ネットワークに加盟する高校
　・正式加盟校：生徒７名、引率教師１名
　・オブザーバー参加：生徒２名、引率教師１名
【開催場所・頻度・期間】加盟校が当番校となり隔年開催。１週間
【内容】プログラムに参加し、以下の５種目で一定の基準に達すると、
クーベルタンメダルが授与される。
①知識テスト（オリンピック関連）、②スポーツ競技（陸上競技、水泳）
③社会活動（校長による活動の証明書）、④芸術バフォーマンス
⑤グループ・ディスカッション（オリンピズム）（田原氏作成スライドより）

資料 10

田原氏にお聞きしたこと③

北京大会ではぜひ筑波大（附属）に！
◆これまでのユースフォーラム
第１回　1997 年　ル・アーブル（フランス）
第２回　1999 年　マッチ・ウェンロック（イギリス）
第３回　2001 年　ローザンヌ（スイス）
第４回　2003 年　アレンツァーノ（イタリア）
第５回　2005 年　ラートシュタット（オーストリア）
第６回　2007 年　ターボル（チェコ共和国）

　…田原氏初参加。日本に紹介
第７回　2009 年　オリンピア、パリニ（ギリシア）

　…日本初参加（都立国際高校）
第８回　2011 年　北京（中国）予定

　…アジア初開催。五輪との縁が深い筑波大に！

資料 11

筑波大附高の参加まで①　合意形成

◆「オリンピック教育」に対する、教員の反応
　「オリンピック教育って何？」
　・オリンピック選手を育てるためのプログラム？
　・エリートのための教育？
　（「物理オリンピック」等も同様に受け止められている）
　・オリンピック招致活動の一環？
◆ユースフォーラムへの参加をめぐって：会議にて
　「ただてさえ忙しいのに、いったい誰が引率するの？」
　「なぜ附属高校がやらなくてはならないの？」
　「クーベルタン・スクールになったら主催する？　それは無理…」

　↓
　今回は、あくまでもオブザーバーとして、オリンピック教育がどの
ように為されているのかを見てくるのがねらい。引率は中塚

資料 12
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くれる．メイン・スポンサーは，IOC

です．国際オリンピック委員会が，

4年に一度の競技会で得られた収益

をそのようなところに投資してくれ

ているわけですね．

　97年からやっています． 1 回めは

フランスで，そして，2回め．ほら，

出てきた，マッチ・ウェンロック．

そのあと 2 年に 1 回このようなとこ

ろでやって，ターボルで開かれた大

会に日本人として田原さんが初めて

参加し，日本に紹介．オリンピアで

の大会は，日本から初めて東京都立

国際高校が参加しました．これはオ

リンピック招致と完全に関係してい

ます．2016年の方ですね．このよう

なものがあるから日本から参加しな

いかということを，田原さんは，東

京都にまず話したのです．オリンピッ

ク招致活動をやっていたから．そう

したら，それに乗ってくれるのは国

際高校だろうということで，そこか

ら 2 名の生徒が参加した．2011年の

ときも国際高校という話もあったの

だけれども，「国際理解教育はするけ

ど，オリンピック教育まではちょっ

とね」という話だったのです．ちょ

うどその頃，筑波大学でこのような取り組みが始まったので，うちの学校に話が来たというこ

とです．

　筑波大附高の参加まで，①合意形成．会議での結論は，今回はあくまでもオブザーバーとし

て，オリンピック教育がどのようになされているのかを見てくることが狙い．引率は私です．

筑波大附高の参加まで②　募集と選考

◆全校生徒へ告知・募集開始（2011 年 4月 11 日）
「北京で、世界の高校生と、オリンピックについて語りませんか？」

　（資料参照）
　・オリンピックのねらいと、フォーラムについて
　・ユースフォーラムの概要と条件、募集の手順

◆７名の男女がエントリー。２名を選考
　・多くの生徒に国際交流事業を経験させたい
　・この事業にふさわしい生徒を派遣したい

↓　　　　　　　　　　　　　　　
　レポート、面接等を経て２名を選考（４月末）

資料 13

筑波大附高の参加まで③　課題確認

◆ユースフォーラムの課題＝クーベルタン賞とは…
１）Community Service
　…地域貢献活動を事前に行い、校長先生の承認を得る
２）Olympic Knowledge　Test
　…オリンピック運動に関する、15 分程度の小テスト
３）Sports Tests
　…Taichi,Cross-Country,75m,Long Jump,Swimming
４）Arts Performance Award
　…７分以内のパーフォーマンス
５）Olympic Values
　…３つのテーマでのグループ・ディスカッション

資料 14

筑波大附高の参加まで④準備

◆７月９日説明会時点で…
１．しておかなければならないこと
　１）コミュニティ・サービス（ボランティア活動）
　２）学校紹介（５分以内）の準備
　３）アート・バフォーマンス（７分間）の準備
　４）レボートの作成（Empowerment Through Sport）
２．しておいた方がよいこと
　１）オリンピック運動やオリンピズム、クーベルタンについての学習
　２）太極拳の練習
　３）お土産の準備
　４）いまの日本の現状を理解し、伝えるための準備
　５）日本の（本校の）歴史・文化を学び、伝えるための準備
◆夏季休暇中の準備会
７月 21 日（木）、７月 25 日（月）、８月４日（木）に集まって準備・買い出し等

資料 15
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他の先生に被害が及ぶことはありませんのでという持っていき方になりました．

　②募集と選考．全校生徒に「こういうのをやるよ」という話をして，そして，選考します．

③課題の確認，クーベルタン賞を獲得する活動がメインです．その中身は，課題の確認のスラ

イドにあるようなことです．事前にボランティア活動をやって，校長先生のお墨付きをもらっ

てくること．オリンピックの知識テスト，それから，スポーツテスト．このときは中国でやっ

たので，タイチというのは分かりますか．太極拳ですね．それから，クロスカントリー．75ｍ

走．ロングジャンプ，スイミング，アート・パフォーマンス．これは自分たちの国の文化，特

に運動文化を 7分以内のパフォーマンスで表現しよう．そしてオリンピック・バリューズにつ

いてのグループディスカッション．

　高校時代に国際交流プログラムを体験した人がいるかもしれないけれども，ただ行くだけで

はなくて，やはり事前の準備が非常に大事で，課題以外にもこのようなことをしておかなけれ

ばなりません．例えばお土産の準備．これは意外と大事なのです．よその国の人たち，特に

ヨーロッパは陸続きなこともあって，しょっちゅう国際交流をしているのでしょう．彼らは気

の利いた小物，学校名が入っているようなものを用意しているのです．うちの学校も何回かそ

のようなことに関わりながら，徐々に整えているところです．

第 8回　国際ピエール・ド・クーベルタン・ユースフォーラム（北京大会）の実際

　2011年， 8 月の13日から21日まで行ってきました．東京都で高校サッカーをやっていた人

は，どれぐらいいますか．ああ，やっていましたか．

　この時期は，ちょうど大会の時期ですね．お正月の高校選手権の予選を，東京都ではこのよ

うな時期からやっているわけです．強いところは冬の選手権だけれども，弱いところは，夏の

選手権なわけです．私は，このとき教員生活ではじめて，高校 3年生にとってのラストの大会

に帯同できませんでした．サッカー部員には申し訳ないし，残念なことです．しかし，顧問が

いなくて伸び伸びプレーした彼らは，22年ぶりの本大会出場．地区予選を突破して行ってくれ

ました．顧問がいない方がいいのでしょうね．

　このような国が参加しました（資料16）．主催校は北京四中．時間のあるときにに北京市内

をぶらぶらしたら，北京百何十中学というのがあった中での四中だから，北京市の中でも恐ら

く歴史と伝統のある学校です．国際部という組織を持っていて，海外からしょっちゅういろい

ろなお客さんを招き入れるような仕組みになっていました．アジアで唯一のクーベルタン・ス

クールが北京四中で，北京オリンピックのときに，北京市から「オリンピック教育をちゃんと
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やろうよ」ということで始まったよ

うです．

　ここからは，その北京のようすで

す（資料17）．これは，何をしている

か分かりますか（資料17①）．朝，わ

れわれがラジオ体操をやるような感

じで太極拳をやっています．これは

クーベルタン賞のプログラムの一つ

で，事前にインターネットで，北京

四中の体育の先生が紹介する太極拳の動画が配信され，それを見ながら事前に練習してきたも

のを朝のセッションで確認しながらやっているところです．テストがあるのでみな真剣にやっ

ています．

　オリンピズムの講義．先ほどのナバセルさんからクーベルタンについての講義や，中国のス

ポーツについての話もありました．全部英語です．グループディスカッション，それから，学

校紹介．このときうちの生徒たちは，セーラー服です．私はなぜかサッカーのユニフォームで

すけれども，ちょうどうちの学校の120周年の「120」とついているシャツを着て，うちも歴史

と伝統があるのだということを，ささやかながらアピールしております（資料17④）．

　これは，全部学校の施設ですね（資料17⑤）．空気は汚いのですが，施設はりっぱです．こ

の右下が，太極拳のテスト．こちら側に北京四中の体育の先生がいて，できている，できてい

ないということをチェックするような感じです．

　それから，知識テスト，グループ討議．知識テストのある 1面がこのような感じですが，本

当に驚きなのですけれども，ゼウス，あるいはヘラクレスなど，ギリシャの神様の名前を答え

る問題や，右上はギリシャのペロポネソス半島のようすです．オリンピアのあった場所や，あ

るいは古代ギリシャで行われていた競技の種類など，このようなことを知っておかないと，

クーベルタン賞が与えられない仕組みになっている．確かにヨーロッパの人にとって，ギリ

シャの神話や歴史を勉強することは意味のあることかもしれないけれども，僕たちからする

と，それよりも，やはり八咫烏（やたがらす）や，日本武尊や大国主命など，日本の神様の勉

強をもっとした方がいいのにと思うし，中国には中国の神様の話があると思うのですが，ここ

でのオリンピック教育は，明らかにヨーロッパ寄りでした．

　教師の緊急ミーティングもありました．「重大な話だ」と．北京四中の校長先生からクレー

ムがあった．リスペクト．ここでオリンピズムのキーワードが，教師のミーティングでも出て

第８回国際ピエール・ド・クーベルタン・
ユースフォーラムの実際

【期日】2011 年８月 13 日（土）～ 21 日（日）
※８／ 13am９：25 羽田発～８／ 21pm８：15 羽田着

【会場・主催校】北京第四中学校
※アジアで唯一のクーベルタンスクール

【参加国】オーストラリア、オーストリア（２校）、中国、チェコ、エストニア、ドイツ（２
校）、イギリス、ギリシャ、イタリア、メキシコ、ノルウェー、スロバキア、チュニジア（こ
こまではクーベルタンスクール。各校７名）

※参加生徒 117 名、引率教員 22 名、スタッフ約 20 名、
　ボランティア（北京四中）約 70 名
【本校からの参加】生徒：山西優香（３-１）、星野慧（２-６）

引率教諭：中塚義実（保健体育科）

資料 16

コンゴ、キプロス、日本、ケニア、モーリシャス、マレーシア
（斜体下線はオブザーバースクール。各校２名）
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くるわけです．男女のフロアは，行き来すべからず．ヨーロッパの人たちは，かってに行き来

する文化があるけれども，ここは中国なのだと．学生寮のようなところに泊まったのだけれど

も， 1階は男子， 2階は女子となっているのですが，そもそもこのように分けることが，ヨー

ロッパの人たちになじまないようで，平気で行き来していたわけですね．それで四中の校長先

生から，「何だ，この集団は」と．寮内での喫煙については，教師もやめてくれという話．

① ２日目（ ８／ 1４）朝 ② ２日目（ ８／ 1４）午前：オリンピズムの講義

③ ３日目（ ８／ 15）午後：グループ討議 ④ ３日目（ ８／ 15）夕食前後：学校紹介

⑤ ４日目（ ８／ 16）午前：スポーツテスト ⑥ ４日目（ ８／ 16）午後：生徒はフリー
→知識テスト→グループ討議

資料 17
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ペットボトルを飲んだらポイ捨てばか

りしている．だめだと．門限破り．こ

のような話をしながら，左の写真のヘ

レンさんというオーストラリアの先生

が，非常に怖いのですが，ガツンと高

校生たちに言っていました（資料19

①）．世界中から集まってきた高校生

は，このようなところでおばちゃん先

生に怒られるとは思っていなかったと

思うけれども，オリンピズムを前面に

出しながらの熱いメッセージでした．

　もちろんお楽しみもたくさんあって，ダンスパーティー，みんなダンスしますね（資料19

②）．それから，その次の日にはクロスカントリー（資料19③）．実は日本のうちの高校生が，

女子の部で優勝する．普通の高校生です，普通の．やはり日本の体育のレベルは高いなという

ことを，このようなところへ行って思いました．ちなみに走り幅跳びは，みんな下手ですね．

日本人は，それなりに上手に，そつなく跳ぶけれども．ミニエキスポという形で，各国テーブ

ルを一つ用意して，それぞれの国の文化を紹介するというものもありました（資料19④）．

　最後にクロージング・セレモニーで，無事，めでたくクーベルタン・アワードを彼女たちは

ゲットした（資料19⑥）．このような国際交流の集いでは，参加賞のような感じでみんなにア

ワードをあげたりすることが多いけど，エクセレンス，一所懸命頑張って卓越性を求めなけれ

ばいけないわけです．ざっと見たところ， 3割ぐらいの高校生がもらえなかったですね．何か

知識テスト＝表紙含め 6ページ、３0 題、6８ 点満点

資料 1８

① ４ 日目（ ８／ 16）午後：教師の緊急MTG ② ４日目（ ８／ 16）夕食後：国際ダンスパーティ

資料 19
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の事情でプログラムに全部参加できなかった人や，パフォーマンスがよくなかった人などで

す．けっこうシビアでしょ．

第 8回大会（2011年度・北京）に参加して感じたこと

　2011年に参加して，ある程度オリンピック教育で求められているものが理解できました．そ

れはまずクーベルタン賞を通して，それから，プログラム全体を通して，各国の状況はある程

度わかりました．そして，日本でできること，やっていることは，実は多々あるぞということ

を感じました．オリンピック教育と改めて言う必要があるのだろうかと感じたのが，このとき

です．

　そして，改めて思いました．日本の学校体育は，世界に誇れるのだと．皆さんにとっては当

たり前だと思いますが，小学校 1年生から高校 3年生まで，週何回かの体育の授業が必修で保

障されています．そして，体育の授業を通して，実にさまざまなスポーツを経験できる．しか

も学校の中に施設がある．このような国はないですね．非常に恵まれています．ちなみに中央

⑤ ８日目（ ８／ ２0）クロージングセレモニー ⑥ ８日目（ ８／ ２0）クロージングセレモニー

③ 5日目（ ８／ 17）午前：クロスカントリー ④ 6日目（ ８／ 1８）夕食後：ミニ・エキスポ
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大学は，何年生まで体育は必修ですか．

　ああ，そうなの．その場合は，13年

間の体育実技ということになるのか

な．今，私はちょうど高校 3年生の担

任を持っていて，高 3の授業もそろそ

ろ終わるのですが，「おまえたち，そ

ろそろ12年間の体育の集大成だぞ」

「 1 分 1 秒たりともおろそかにするこ

となく，集中して臨め」というような

感じでやっているのですけれども，13

年め，14年めもあるといいですね．

　また，学校の中でさまざまなスポー

ツイベントがあるのもすごいことです

ね．あまり考えたことがないでしょ

う．運動会があって，あるいは，学校

主催の野外行事，臨海学校や林間学校

などがあって．これはやはり大変なこ

とです．

　ちなみに臨海学校の始まりは，20世

紀初頭の東京高等師範ですね．嘉納治五郎の下ではじまります．日本は，四方を海に囲まれて

いる．国民全てが泳げるようになるべきであるという嘉納治五郎の方針もあって，しっかり水

泳の授業と臨海学校をやろうと．当時の東京高師の人たちは，体育の学部生だけではなく，全

ての学部の人が 2週間の臨海学校に必ず行かなければいけない．その人たちが全国各地の学校

に赴任して，ほぼ全ての学校にプールを造って水泳の授業をやり，体育施設を造って体育の授

業を必修で行い，あるいは運動会をはじめていくのです．そのような意味では，東京高師が日

本の学校体育の出発点ですね．

　部活動も優れたシステムです．学校の施設を使って，放課後すぐに活動できる．学校教育活

動なので，保護者も安心．欧米の地域スポーツクラブももちろん非常に優れたシステムで，生

涯スポーツの場として日本がこれからやっていかなければいけないことだけれども，青少年の

スポーツの場としての学校の部活動も，捨てたものではないというところです．また，全国的

な競技会が整備され，注目されている．たかが高校生の大会に，あれほど注目してくれる．そし

国際 PdC ユースフォーラムに参加して（2011）

◆「オリンピック教育」で求められているものが、ある程度理解できた
１）クーベルタン賞を通して
　各項目がクーベルタンの思想を反映→「オリンピック教育」の内容
２）ブログラム全体を通して
　・異文化理解と国際交流→国際平和への貢献につながる
　・様々な活動の中で印象付けられる「オリンピズム」
　例）クロスカントリーでの支え合い・助け合いを賞賛
　例）マナーに関する指導の中で「異文化をリスベクトせよ」との言葉
　例）クーベルタン賞は全員に授与されるわけではない！
◆各国の状況が、ある程度わかった
　・現状は、ヨーロッバ主導で「オリンピック教育」が展開されている
　・日本でできること、やっていることが多々ある→日本からの情報発信
　　※「オリンピック教育」と、改めて称する必要があるのか？

資料 20

世界に誇れる日本の学校体育
―「オリンピック教育」実践の場―

◆12年間の「体育実技」が保障されている！
　・すべての児童・生徒が、学校で、定期的に運動する機会が設けられている
　・すべての児童・生徒が、さまざまなスポーツを経験できる
◆学校の中でさまざまなスポーツイベントがある！
　・運動会がある。学校主催の野外行事がある（林間学校、臨海学校）
◆部活動が、より専門的な活動の機会を提供している
　・放課後すぐに活動できる。学校教育活動なので保護者は安心
◆全国的な競技会が整備され、注目されている
　・高校生の競技会に、多くの観衆が集まりメディアが注目する
◆卒業生のつながりや地域社会の誇りとなっている
　・学校運動部や学校行事が、卒業生のきずなを深める
　・学校運動部の活躍が、地域社会の誇りとして認識されている（例：高校野球）

資料 21
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て，卒業生のつながりや地域社会の誇りとなっている．これは，実は驚くべきことなわけです．

　そのような視点で筑波大学附属高校でやっていることを見直してみると，例えばいつもやっ

ている体育実技の授業は，体力向上や技能習得だけではなく，いろんなことを学ばせているわ

けです（資料22）．例えばサッカー単元．私の授業では「するスポーツ」「見るスポーツ」の両

面からサッカーを取り上げますが，オフサイドというルールは男子にも女子もしっかりと，そ

の精神も含めて伝えます．試合中は相手と味方，OUR SIDE と OTHER SIDE に分かれてゲー

ムをやっている．それぞれのサイドからオフしたらずるいというような考え方からスタート

し，二つのチームが徹底的に戦うわけです．しかし終わったら，相手と味方を分けていたサイ

ドはなくなります．ノーサイドですね．ラグビーでノーサイドという言葉がよく使われるけれ

ども，もちろんサッカーでも同じ．そして，友達になるわけです．中央大学と筑波大学は，定

期戦を通して毎年友達になっているわけです．試合後には握手．この他にも「自由と責任」と

いったテーマをサッカー単元で取り上げ，そのようなテーマを授業の中でやっています．これ

筑波大学附属高校の実践①

「体育実技」の授業の中で
◆体育実技のねらいは、体力向上や技能習得だけではない！
　↓１）身体の教育…発達刺激としての運動の実践
　↓２）運動・スポーツを通しての教育…スポーツ手段論
　↓３）スポーツそのものの教育…スポーツ目的論
◆１～２年次の必修単元で、様々なスポーツの基礎・基本を学ぶ
　サッカー単元では「するスポーツ」「見るスポーツ」の両面から
　例）「オフサイド」と「ノーサイド」の学習→試合後には握手
　例）「サッカーにおける自由と責任」「世界サッカー史をさぐる」
◆３年次の選択制男女共習単元で、

「ささえる」ことの楽しさや大切さを学ぶ
　男女が共に楽しめるようにルールを工夫
　イベントを企画・運営（ささえる楽しさ）
　→これらはオリンピズムの教育にもつながる！

筑波大学附属高校の実践②

「体育理論」の授業の中で
◆新しい教育課程では「各学年６時間」の体育理論が必修に
　１年次→スポーツの歴史・文化的特性や現代のスポーツの特徴
　２年次→運動やスポーツの効果的な学習の仕方
　３年次→豊かなスポーツライフの設計の仕方
◆本校では、「体育理論」を通年で学習。密度の濃いスポーツ教育
◆中塚の授業では、オリンピックに関連して次のようなことを学ぶ
　・近代オリンピックの誕生とクーベルタンの思想
　・日本におけるスポーツの発展過程－嘉納治五郎と東京高等師範学校の功績
　・オリンピックとアマチュアリズム／ブロフェッショナリズム
　・スポーツと政治・経済・メディア etc

↓
※「オリンピズム」は歴史学習の中で取り上げる（特に嘉納治五郎）
※「メガイベントとしてのオリンピックや FIFA ワールドカップ」を
題材に、今日のスポーツの広がり、他の諸領域との関係を学ぶ。

附属高校の実践③３年次の総合学習（選択）

「オリンピックと教育・スポーツ」
◆３年次の自由選択枠で開講
　2011 年度は５名で開講。その後は希望者少なく開講できず。
　（2004、2006 年度開講の「現代社会とスポーツ」の流れを汲む）
◆主な学習内容
　・体育・スポーツに関する自由課題のレポート作成と発表
　・体育・スポーツに関する講義（特に「歴史」や「人物」の学習）
　　例）古代～近代オリンピックの歴史
　　例）嘉納治五郎＆クーベルタンの人物像と功績
　・博物館等を訪問しての学習

講道館、秩父宮記念スポーツ博物館、日本サッカーミュージアム、
野球体育博物館、JISS＆NTC（ナショナル・トレーニングセンター）

　・テーマを絞ってのディスカッション
↓

希望者を対象に、質の高い、濃密な「オリンピック教育」ができた

筑波大学附属高校の実践④

学校行事・部活動などの中で
◆学校行事の中で
　・スポーツ大会（運動会の一形式）
　・対学習院総合定期戦（部活動の対抗戦）
◆部活動の中で
　・放課後の部活動
　・昼休みに運営される各部主催のスポーツイベント
　　例）蹴球部主催のフットサル大会
　　例）テニス部、バレー部も同様に…
　・卒業生も含んだ多世代型クラブとしての活動（「桐陰会」の名残）
　　例）蹴球部のチャリティマッチ

↓
これらすべてが、「オリンピック教育」であると言える！

資料 22
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は完全にオリンピック教育と言えるでしょう．

　あるいは，体育理論の授業．君たちはもう高校を卒業しているけれども，今の高校 1年生か

ら取り入れられた学習指導要領では，各学年 6時間の体育理論，教室でやる授業が必修になっ

て，ここに挙げているような中身をやらなければいけないことになっています．現場の先生

は，みんな苦労しています．実技しかしてこなかった人が先生になっているから．しかし，こ

れは非常に大事なことで，うちの学校では半世紀にもわたってこれを通年でやっていて，私の

授業でも，ここに挙げているようなテーマで授業をやっています． 2月はじめに，クーベルタ

ン家の末裔のナバセルさんが，本校にやってきて，私が担当する体育理論の授業を参観される

ことになっています．そこでは日本のスポーツの発展過程と題して，嘉納治五郎と東京高師の

功績について話をしようと考えています．というように，体育理論の授業の中でも，実はすで

にたっぷりオリンピック教育をやっているのです．

　それから， 3年生の選択の授業なので，希望者がいなければ開講されませんが，総合的な学

習の中で「オリンピックと教育・スポーツ」という講座が開講されるときもある．そして何と

いっても，学校行事，部活動の中でやっているわけです．これら全てが，オリンピック教育で

あると言えるということです．

　少し余談になるけれども，私が顧問を務める筑波大学附属高校蹴球部は，面白い取り組みを

しています．これからの学校運動部のモデルとして，いろいろなところで紹介しています．11

人制の競技志向の集団がサッカー部です．日本サッカー協会初代会長もここの学校の卒業生と

いうぐらい，高等師範とともに高等師範附属が，日本のサッカーの原点にかなり貢献していま

す．ちなみに中央大学サッカー部80年史を中心的に編集した方も，うちの卒業生ですね．女の

子で，サッカーをやりたい，ボールを蹴りたいという子があるとき 5人だけ入部して活動を始

めました．そして，その子たちが 1年間やったら，後輩が入ってきて10人になって，フットサ

ルができるようになって，今や各学年10人ぐらいずつでフットサルをやっています．それか

ら，バリバリのサッカーは嫌だけれども，お楽しみ感覚でフットサルを楽しみたいという人た

ちが，ここから分かれた形でフットサルのネットワークを作っています．

　三つの部門，つまりチームが集まって一つのクラブを構成しています．毎週，金曜日の昼休

みにクラブ会を開いて，それぞれの活動報告と，自分たちが何ができるかという話をしていま

す．校内フットサル大会のようなものを企画しているのね．文化祭では，今年は 3部門合同で

ダンスのパフォーマンスをやって，文化祭のグランプリ・演示部門第 2位という，よく分から

ないけれども，そのようなものを獲得していました．

何といっても引退がないのです．卒業生も，年代ごとにチームを作って，やっています．定年
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を過ぎた人たちも．この人たちは，金

はある，暇はある，権力はあるという

ことで，週 2～ 3 回，芝生のグラウン

ドでフットボールを楽しみ，フット

ボール後の食事を楽しみ，そして，神

戸一中や湘南中の卒業生たちと一緒に

連合軍を作って海外へ遠征し，アイン

トラハト・フランクフルトのおじいさ

んチームと試合をやったなど，極めて

豊かな生涯スポーツライフをここで

やっています．

　フットサルも今，いろいろな大会をやっています．フットサル部の中で少しずつ志向が分か

れているような感じもあります．女子蹴球部も協会主催の公認フットサル大会に出場します．

合宿は三部門合同で行います．TFC杯というのは，昼休みに年 2 回，蹴球部，つまり三部門

が主催で，誰もが参加できる校内フットサル大会です．ワールドカップ方式でやります．今年

の 6月の大会の決勝戦はティーチャーズ対高校 3年生のあるクラスでした．ティーチャーズは

もちろんわれわれね．教師もチームを作って，これに参加する．11月の大会は，ティーチャー

ズは編成されませんでした．各クラスに吸収されて，私は担任をしている 3年 6組というチー

ムで出たのだけれども， 1次リーグ 2連敗で，あえなく敗退．このような遊びを企画して，い

ろいろとやるわけです．

　OBと現役のつながりも濃いものがあります．2004年の創部80周年の際にはOBからシュー

ト板を寄贈していただきました．震災後

は，毎年「チャリティー・フットボール・

フェスタ」と称するイベントを実施し，

OBもみんな集まってきて，ボールを蹴っ

て募金します．2012年は，南三陸町立歌津

中をご招待しました．豊島区の市民団体と

協力して実施したのですが，これには，中

央大学卒業生の岸卓巨君も大きく関わって

います．サッカーの競技ももちろん大事だ

けれども，プラス，スポーツの広がり，仲

資料 23

筑波大学附属高校蹴球部の試み

蹴球部

卒業生も含めた
「多世代型クラブ」化

サッカー部
（1924 ～）

フットサル部
（1997 ～）

女子蹴球部
（2000 ～）

・校内フットサル
大会の開催
・店舗誌の発行
・文化祭企画
・チャリティ企画
etc.

資料 ２４
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間の広がりのようなものも含めたゆたかなスポーツライフを楽しむことはとても大事なこと

で，これもまたオリンピック教育，スポーツ教育だと言えるでしょう．

　ここからの数枚のスライドは何かというと，クーベルタンのユースフォーラムに行ったとき

に，「あなたの学校は何なの」と言われたときの説明用に作ったものです（資料25）．1888年に

できて，東京にある．University of Tsukuba Senior High School などといっても，東京がど

こにも出てこないので，一応これを言っておかないと分からない．われわれのモットーは，自

主，自律，自由です．そして，われわれの学校は， 4 月に始まる．月曜から金曜まで授業を

やっていて，8時から 3時までやっている．アフタースクールでスポーツをやっている．「The 

birth place of school sports」とまで言い切ってしまっております．

　なぜそうなのかは，この人なのです．先ほどからちらちらと名前が出てくるけれども，嘉納

治五郎という名前を聞いたことがある人は，どれぐらいいますか．初めて聞いた人は？ あ

あ，そう．中央大学サッカー部．柔道は，誰が作ったのですか．

資料 ２5
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　そうです．さまざまあったマーシャル・アーツとしての柔術のいいところを組み合わせて，

柔道，特に教育的なものとして整理し直したのがこの人で，国際教育プログラムの先駆者でも

ありました．中国から多くの留学生を受け入れた．当時，清が崩壊しかかっているようなとき

で，中国の人たちも「このままではいけない」と志の高い人たちは思い，日本にたくさん勉強

に来ていたわけですね．そのような人たちを7,000人も8,000人も受け入れる日本の受け皿を作っ

たのが，この人です．

　そして，アジアで最初の IOCメンバーです．オリンピック・ムーブメントがヨーロッパから

始まって，全世界に広げよう，アジアにもといったときに，20世紀の初頭，右肩上がりで世界

にどんどんのし上がっていたのが日本です．日露戦争が終わったのが1905年．恐らくヨーロッ

パの人には，あの大国ロシアを破った極東の島国日本ということが，非常に意識としてあった

のではないかと思います．ですから，オリンピック運動を広げよう，アジアから委員を，と

なったときにぜひ日本からとなり，日本人であれば嘉納治五郎となるわけです．1912年のス

トックホルムオリンピックに選手団を派遣してくれとの要請にこたえて，選手団を派遣するた

めの組織を作ったのです．それが1911年の，Japan Sports Association と書いているけれども，

今の日本体育協会ですね．いろいろなスポーツの総元締めを作ったのが，やはり嘉納さん．

　そして，この人は，何と言っても教育者なのです．The principal of our school，筑波大学

附属の校長先生をやっていたのです．もう少し正確に言うと，東京高等師範の校長をされてい

て，その校長は，附属の校長も兼ねていたのです．この人がいた頃に，日本の学校体育のベー

スとなるようなことをまずは附属でためし，そして高等師範でやり，全国に赴任していった卒

業生が広めていくのです．先ほども言ったように，全国各地に運動会や水泳の授業のある学校

ができ，そして，例えばサッカーというスポーツが全国各地に広がっていくわけです．

　そのようなルーツにある嘉納治五郎の考えは，例えば「精力善用・自他共栄」という言葉で

表されます．ここでは詳しくは説明し

ませんが，この考えは，クーベルタン

が言っていることと同じなのです．つ

まり，洋の東西，距離は遠く離れてい

るけれども，ほぼ同じような時期に同

じようなことを考えていた人が，われ

われの国にいるのだということです．

だからわれわれの国は，学校体育が非

常に充実している．青少年の教育にス

まとめ（2011 年度）

◆現状でも「オリンピック教育」は、様々な場面で為されている！
　→あえて「オリンピック教育」を唱える意味・意義を考えたい
◆為されてはいるが、「歴史」や「理念」についての教育は不十分！
　→近代スポーツ導入期における先駆者の思想と功績、
　　特に、嘉納治五郎の遺産についての学習が必要！
学校スポーツのルーツは、明治期の東京高等師範学校にある。その附属学校としての
歴史教育が重要。とりわけ嘉納治五郎の思想と功績については欠かせない！

↓
もっとできることがある。実践し、発信していきたい

↓
「ヨーロッパ中心のオリンピック教育」から、

ローカルを加味したグローバル（GLOKAL）な「オリンピック教育」へ

資料 26
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ポーツをということの，言ってみたら先進国なわけです．2011年度のまとめとして，オリンピッ

ク教育がさまざまな場面でなされている．なされているけれども，少しこの辺が欠けている．

歴史や理念についてが不十分だな，特に嘉納治五郎の遺産について，もっとやらなければとい

うことを感じました．

第 9回大会（2013年度ノルウェー・リレハンメル大会）の様子

　さて，ここからノルウェー大会の話になります．一気に行ってしまいましょうか．

　今年の夏，第 9回のノルウェー大会．国際ピエール・ド・クーベルタン・ユースフォーラム

に，またまたうちの学校は呼んでもらいました．前回参加した高校生が，非常によく頑張った

のですね．そして，主催のクーベルタン委員会の人たちも，日本の筑波大学附属高校からぜ

ひ，引率も中塚先生にという感じで．そのような流れの中で，またまた高校サッカーの真っ盛

りの時期ではありますが， 2年前，僕がいなかったときに彼らは都大会に進出できているし，

顧問がいない方がいいかもしれないということもあって，行ってまいりました．

　ただ，非常に遠いです，ノルウェーというのは．片道，いろいろと合わせて，こちらから向

こうへ行くのに15時間ぐらいです．直行便はないので，成田からコペンハーゲンへ行って，そ

こで乗り換えてオスロへ．本当はその日のうちに，リレハンメルに行きたかったけれども，遅

くなってしまったので，翌日に行くことにしました．先に言っておくと，注に書いてあります

ね．飛行機の遅れにより，予定より帰国が 1日延びた．帰りもやはりオスロ︲コペンハーゲン

︲成田だったのですが，スカンジナビア航空の不手際でオスロ︲コペンハーゲンが遅れ，次の

飛行機に乗れなくて．ただ，ホテル・食事代は全部スカンジナビア航空持ちでもう 1泊し，思

わぬコペンハーゲンの半日休暇を楽しむことができたのですが，海外初旅行だった高校生に

とっては，「私は大丈夫だろうか」と，最初は心配顔でしたね．

　主会場は，リレハンメル．1994年の冬のオリンピックの会場で，行ってみて分かったのです

けれども，主催校のガウスダルの学校というのは，リレハンメルからバスで30分ぐらい移動し

たところです．そこをいろいろと行き来しながら，活動を展開しました．17か国19校，参加生

徒100名，スタッフ20名，ボランティア30名．主なプログラムは，先ほどとほぼ同じですが，

ノルウェーの自然や文化に親しむ活動．このようなものが，非常に印象に残りました．

　このスライドは，皆さんの資料に入っているかな（資料27）．参加校．少し字が小さいです

けれども，ずらずらとABC順に並んでいます．一番上を注目してもらいたい．オーストラリ

アは，Winners of  the Australian Coubertin Award．これは，学校名ではないですね．どう
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やらオーストラリアは，これもシドニーオリンピックがきっかけのようだけれども，オリン

ピック教育を国を挙げてやっていこうということで，州ごとにクーベルタン・アワードをゲッ

トするためのユースフォーラムをやって，優秀高校生がセレクトされて 2年に一度の国際

フォーラムにやってくるという形です．

　それから，グレート・ブリテンは，先ほどから出ているウィリアム・ブルックススクール，

マッチ・ウェンロック，ここがやはり貫禄がありますね．「俺たちはルーツなんだぞ」という

ような感じでね．オブザーバー・スクールは， 2 名の生徒です．キプロス，ジャパン，ケニ

ア，マレーシア，モーリシャス．モーリシャスも，モーリシャス・ピエール・ド・クーベルタ

ン・コミッティー，やはりアワードをやっているわけですね．それから，名簿に載っていたけ

れども，ザンビアやコンゴが参加できなかった．これが気になっていたのだけれども，いろい

ろと聞いてみると，ビザの関係や渡航費の問題があるようです．現地での滞在費はクーベルタ

ン委員会が持ってくれるけれども，渡航費は自分たちで持たなければいけない．そうすると，

第９回　ノルウェー大会の概要
【期日】2013 年８月 10 日（土）～ 18 日（日）

※8/9am11：40 成田発～ 8/20am9：30 成田着（約 15 時間のフライト）

注）飛行機の遅れにより、予定より帰国が１日遅れた

【会場】主会場：リレハンメル（1994 冬季五輸会場）

主催校：Gausdal videregaende skole-Pierre de Coubertin

【参加国】オーストラリア、オーストリア（２校）、中国、チェコ、エストニア、

ドイツ（２校）、イギリス、ギリシャ、イタリア、ノルウェー、ロシア、スロバキア（こ

こまではクーベルタンスクール。各校７名）

※17 か国 19 校。参加生徒 100 名、スタッフ 20 名、ボランティア 30 名余

【本校からの参加】生徒：皆川宥子（３-２）、加納時定（２-５）

引率教論：中塚義実（保健体育科）

主なプログラム
◆クーベルタン賞に関する活動◆
１）知識テスト…オリンピック、オリンピズムについての講義とテスト
２）スポーツテスト…必修：オリエンテーリングとクロスカントリー

選択：100m走・走幅跳・砲丸投・水泳から３種目
３）社会貢献活動…事前に行う、地域のボランティア活動
４）アートパフォーマンス…７分以内のパフォーマンス
５）グループ・ディスカッション…オリンピズムについての討論

◆ノルウェーの自然や文化に親しむ活動◆
１）ノルウェーの自然や文化…国立公園でカヌー、野外バーベキュー等
２）ウィンタースポーツの体験…カーリング、ボブスレー等

◆文化交流活動◆
１）ミニエキスポ…各国のブースを設けて交流
２）リレハンメル市民に対するパフォーマンス…ダンスなど

参加校：クーベルタンスクール
・Australia Winners of the Australian Coubertin Award
・Austria Pierre de Coubertin Bundes-Oberstufenrealgymnasium, Radstadt
・Austria Don Bosco-Gymnasium, Unterwaltersdorf
・China Beijing High School Four Pierre de Coubertin
・Czech Republic Gymnazium Pierra de Coubertina, Tabor
・Estonia Ülenurme Gümnaasium, Ülenurme
・Germany Pierre de Coubertin-Gymnasium, Berlin
・Germany Pierre de Coubertin-Gymnasium, Erfurt
・Great Britain William Brookes School, Much Wenlock/England
・Greece 1st Gen. Lyzeum Pierre de Coubertin, Pallini (Athens)
・Italy Liceo Statale"Giuliano della Rovere", Savona
・Norway Gausdal videregaende skole-Pierre de Coubertin
・Russia Middle School No.211 Pierre de Coubertin, Sankt-Petersburg
・Slovakia Gymnasium Pierra de Coubertina, Piestany

参加校：オブザーバースクール
・Gyprus Pierre de Coubertin-Pancyprian Gymnasium, Nicosia
・Japan University of Tsukuba Senior High School at Otsuka, Tokyo
・Kenya Kipkeino School, Eldoret
・Malaysia Senior Methodist Girls School Kuala Lumpur
・Mauritius Winners of the National Coubertin Award organised 
by the Mauritius Pierre de Coubertin Committee

名簿に載っているが参加できなかった国
・Zambia
・Congo
　注）Mauritius は１日遅れての参加

資料 27

キプロス、日本（筑波大附高）、ケニア、モーリシャス、マレーシア

（斜体下線はオブザーバースクール。各校２名）
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アフリカ諸国は渡航費を捻出するのが大変なようなのですね．ですので，今回は参加できませ

んでした．

　参加国を見たら分かると思うけれども，ヨーロッパ，オーストラリア，アジアです．南北ア

メリカがいません．前回はメキシコが来ていたけれども，今回来ていません．やはりそのあた

りに，今，クーベルタン委員会がやろうとしているこのプロジェクトの限界のようなものも，

一方で感じました．委員会の人たちも困っているようでした．

　長時間の移動の後，オスロの駅前に到着です．21時30分，まだ明るいですね．夜の10時ぐら

いまで明るかったです，この頃は．日本時間で 8月10日午前 4時半という，こちらから向こう

へ行くときに，一日が非常に長いのですね．翌日半日オスロ観光を楽しんでから，列車でリレ

ハンメルの駅に到着しました．感心したのは，いろいろなところに木材がふんだんに使われて

いることです．これは駅舎ですけれども，木の香りがして，いい感じでした．

　到着してすぐ，世界各地から集まってきた高校生の顔合わせ，お楽しみプログラム．真ん中

にいるのがノルウェーのボランティアのお姉さんですけれども，この人のリードで，いろいろ

な国の高校生が集まって，友達づくりゲームを早速やっているところです（資料28）．このよ

うな感じで軽く初日を終えて，泊まっていたところはこのような感じです（資料29）．つま

り，94年の冬のオリンピックの施設をうまく活用したスポーツ・コンプレックスがここにでき

ていて，これはスキー場，ジャンプ場ね．メイン会場の辺りだということです．それに隣接し

たコテージに，僕たちが泊まっていた．このコテージは，いろいろな国から 4～ 5名ずつ寝泊

まりする， 1週間ということです．われわれ教師も同じようなことで，私は，エストニアのオ

レフさんと，ギリシャのコスタスさん， 3人部屋の珍道中でした．

　翌日曜日，初めて全員が，リレハンメルオリンピックのアイスホッケー会場かな．一角の部

屋に集まって，「さあ，これから始まるよ」

と．最初のプログラムは，講義ですね．ノ

ルウェーのスポーツに関する講義や，クー

ベルタンの生涯についてのお話です．いろ

いろなプログラムが並行して行われてい

て，それぞれの国をA 3判 2枚分ぐらい

のスペースで紹介する，フォーラム・バ

ナーを作っているところです（資料29①）．

日本は今回世界遺産となった富士山と神社

の鳥居．なぜこのような構図になったのか

資料 ２８
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はわかりません．そして富士山の上で噴火しているように見える模様は，何か分かりますか．

2020年招致のシンボルマークのつもりです．今回は，男子 1人，女子 1人の 2人で行って，女

の子が上手に下絵を描き，男が色を塗るという感じです．体育館は非常によくできていて，オ

リンピックのミュージアムになっています．

　その日の夕食はウェルカム・パーティーで，一番右端が，クーベルタン委員会の会長のミュ

資料 ２9

●①

●③

●⑤

●②

●④

●⑥
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ラーさんというドイツの方です（資料29②）．この日は，トラディショナル，あるいはフォー

マルなウェアで来てくれということなので，日本の 2人は学生服です．ふだんうちの学校は，

制服はないのですけれども，このようなときだけ借りてくるわけです．セレモニーや食事の合

間はみんな写真を撮り合っていました．

　 8月12日からいろいろなプログラムが始まっていきます．カーリングの体験を，私もさせて

もらっています（資料29③）．いろいろな人たちとグループを作って，われわれ教師もそのど

こかに入って，やらせてもらっている．それから，ボブスレーの体験もできるのですね．

90kmの猛スピードを体験して，なかなか面白かったです．それから，林間コースでは，射撃

やアーチェリーなど．これは，非常に面白いですよ．グループのメンバーが一つずつひもを

持って，フックをみんなで動かして，このキーをこの木枠にポンと乗せたら 1点というゲーム

で，お互いコミュニケーションを取りながら，「もっと右，右」「引っ張って，引っ張って」な

どと言いながら，英語で．イタリア，イングランド，ノルウェーで，みんな慣れない英語だけ

れども，何とかコミュニケーションを取ってやっています．

　木材をグループで運んで，ドアがあって，窓があるログハウスを造ろうというゲームもやり

ました．短い木と長い木を，うまくお互いコミュニケーションを取りながらやろうというゲー

ムです．みんなで記念写真を撮ろうということで，スキーのジャンプ台のところまで集まりま

した．上から見たら，1994年オリンピック会場であったこの施設の概要がよく分かると思いま

す（資料29④）．右側にアイスホッケーの会場になる，今は体育館になっているところ．それ

から，もう一つアリーナ．陸上競技場があって，人工芝のサッカー場があって，この辺りにわ

れわれが泊まっていたコテージがあるという，そのようなところです．

　ミニエキスポ（資料29⑤）．北京のときにもありました．今回はこの準備にかなり気合いを

入れて，生徒たちと浅草に買い物に行ったりね．このようなものを通して，自分たち自身が日

本の文化を知るということもありますよね．外国の人に伝えるときに，「日本って，日本人っ

て何だったんだろう」ということを改めて感じるわけです．私も浴衣を着ていますが，この浴

衣を着るのは，前回の北京大会で引率したとき以来です．日常生活では着ないですね．これ

は，ドイツの子にこま回しを教えているところです．最後までできませんでした．今回，日本

のパフォーマンスは， 2 人とも剣道部だったので，剣道の型を披露しました（資料29⑥）．他

の国のパフォーマンスが，音楽を流しながら「みんなで踊ろう」式だったのに対して，あえて

静寂なムードを作りながら，侍魂といいますか，そのようなものを紹介する場で，非常に評判

がよかったです．雨が降ってきて，最後は寒かったのですが．

　翌 8月13日はスポーツテストです．室内プール．水泳は選択です．それから，これは学校の
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陸上競技場です（資料30③）．このようなところで，砲丸投げなど，いろいろとやっていま

す．ストップウォッチではなくて，機械でタイムを測っていますね．陸上競技場の上の高台に

も人工芝のサッカー場がありました．これが主催となったガウスダルの学校で，非常にきれい

なところでした．体育館が二つあって，ハンドボール常設の体育館と，広いスタンド付きの体

育館がある．生徒数300人ぐらいの学校のようなのですけれども，たった300人でなぜこのよう

●①

●③

●②

●④

資料 ３0

●⑤ ●⑥
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な施設と思うけれども，地域とデュアル・ユースしているのですね．こちらの体育館（資料30

②）は，貼り紙などを見てみたら，地域のハンドボールクラブも使っている体育館．学校の図

書館も，地域の人たちが自由に使えるような形になっていました．これは，生徒のホール．こ

の右側の奥が，図書館になっています（資料30④）．

　左下は，知識テストをやっているところです（資料30⑤）．知識テストが終わったら，今度

はグループでのディスカッション．かなりタイトなスケジュールです．そのあと少し自由時間

があって，先ほどの体育館で自由に遊んでいいというところで，スポーツを通した国際交流．

かわいそうに，エストニアのジュニアの砲丸投げチャンピオンの子は，バスケットボールを

やっていて足をくじいてしまって，そのあとずっと松葉杖でした．それまで非常にひもじい食

事だったのですが，この日から，ガウスダルの学校の食堂というよりも，何と言えばいいのだ

ろう．非常においしいノルウェーの料理を食べることができました．これは誰が作ってくれて

いるかというと，地元のおじいちゃん，おばあちゃんが，ここに作りに来てくれているようで

す．ふだんからそのようです．非常に参考になりますね．

　翌日はクロスカントリー．このような中を駆け抜けていきます（資料31①）．ゴールは陸上

競技場．この日もタイトなスケジュールでしたが，つかの間の休憩を教師の談話室で楽しんで

いるところです．午後はオリエンテーリング．生徒は多国籍の 3人組で，学校周辺に設置され

たポイントを回ります．ノルウェーはオリエンテーリングの盛んな国なので，運営は非常に慣

れたものです．私も，同室のオルフさんと一緒に参加しました．また「120」を着ていますね

（資料31④）．このような風景のところで，非常にゆったりしたいい感じのところを，ポストを

チェックしながら回っていく．レストランでの夕食前後にアート・パフォーマンス．時間があ

れば映像を見てもらいたかったのですが……．もう時間がないですね．このような会場で，そ

れぞれの参加校が事前に準備してきたものを 7分間で紹介します．オリンピックやスポーツ文

●① ●②

資料 ３1



2014 201中央大学保健体育研究所講演会

を作る技術が昔からあったのだという話もお聞きしました．ムースの落とし穴や，チーズやバ

ターをつくっているところ．ノルウェーの食事．農作業体験もあります．グループで，やかん

のお湯を沸かすゲームですね．それから，カヌー体験．尾瀬のような感じのところでした．そ

して，これは，ムースの蒸し焼き（資料32④）．これがおいしかったのですね．最後は，また

ダンスパーティー．

化に関係した出し物です．

　翌日は全員で国立公園へ出かけました（資

料32）．非常にきれいなところで，伝統的な

ノルウェーの生活の体験をさせてもらった

り，ムースという，後ほど食べるのですけれ

ども，このような動物がたくさんいるのだと

いう話を聞いたり．ノルウェーのバイキング

が各地に進出できたのは，鉄が取れて，鉄器

●③ ●④

●⑤

●① ●②

資料 ３２
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　そろそろクロージングになっていきますけれども，リレハンメル市街へ出て，今度はわれわ

れの活動をリレハンメルの市民に知ってもらおうというプログラムでした（資料33）．これは

その日の晩．大体，夜のティーチャーズ・ミーティング，机の下にお酒を隠しているのです

が，右端のケニアの先生などと一緒に過ごしていました（資料33③）．実質的な最終日は，パ

ラリンピックの種目なども体験できました．この人は，パラリンピックのノルウェー代表の卓

資料 ３３

●① ●②

●③

●⑤

●④

●⑥
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●③ ●④

●⑤ ●⑥

●⑦ ●⑧

●⑨ ●⑩
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球選手．ボッチャというものを体験しているところです（資料33⑤）．驚いたけれども，あの

アイスアリーナの一角に空手道場があって，空手はかなり盛んのようです．これもクロージン

グ・セレモニーのようすです（資料33⑩）．もうクロージングへ向かっています．教師の懇親

会．私が泊まっていた部屋．ああ，もう成田に着きました．

第 9回大会に参加して感じたこと，考えたこと

　今回，ただ参加するだけではなくて，日本で何ができるかということを考えました．主催者

のクーベルタン委員会としては，クーベルタン・スクールを増やしたいという意向があるよう

ですけれども，それは，学校名にクーベルタンを入れるということなのですね．けどこれは，

歴史と伝統のある学校には難しいし，なじまない．そもそも人物名を学校名とするのは，日本

の習慣になじまないのかなとも思います．そうは言っても，クーベルタンの思想，嘉納治五郎

の思想は，しっかり広めていきたい．そこで国内向けのオリンピック・ユースフォーラムがで

きないだろうか，オーストラリア型

の．そのようなことを考えていて，特

に2020年が東京でのオリンピックなの

で，2021年の国際フォーラムを日本で

できないか．それで逆算して，国内の

ユースフォーラムを早い段階でできな

いかということを考えています．

　それから，別の観点で，日本人の可

能性と課題．高校生の感想を見ても，

欧米の人たちが非常にオープンなこと

●⑪ ●⑫

国際 PdC ユースフォーラムに参加して（2013）

◆日本で何ができるかを考えた…
１）「クーベルタン・スクール」となることについては…
　・歴史と伝統のある学校には、難しいしなじまない
　・そもそも人物名を学校名とするのは日本の習慣になじまない？
２）クーベルタンの思想＝嘉納治五郎の思想は、広めていきたい
　　⇒国内向けの「オリンピック・ユースフォーラム」をやりたい！
　・国内の高校生を対象に “スポーツ” “オリンピズム” を伝える場を
　　＝オーストラリア型の導入

◆日本（人）の可能性と課題を考えた
　・「シャイ」なのは語学力だけではない
　・日本からの情報発信が必要！

資料 34
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に驚いたと書いてあるけど，それは，一つには言葉の問題はありますが，言葉の問題だけでは

なく，知らない人とつきあうことがあまり得意ではない日本人のシャイな性質によるのではな

いかと感じます．皆さんも，大学の同じサークルの仲間とは濃いつきあいをするだろうけれど

も，別のサークルの人たちとオープンにどれくらいやっているか．そのようなところも，やは

り国際交流，お互いの理解というところから，あるのではないかと思います．

　そのようなわけで，世界に誇れる日本の学校体育がオリンピック教育実践の場なわけです

が，一方で，このような問題もあると思います．「体育とスポーツが混同している」．プレイが

否定されている．「チームのみで，クラブが育たず」．この言葉の定義は，後で勉強してくださ

い．「コートの外は後回し」．「最後の大会が終わると引退」．このようなことに疑問を感じない

人は，スポーツの勉強をもっとしてもらったほうがいいと思う．やはりスポーツの勉強をしっ

かりしていると，「おかしいな」と感じると思います．

　では，なぜそうなったのか．高等教育機関の学生が，学校単位で取り組み，定着した．これ

がスタート．彼らの持つ上昇志向，エリート意識，武士道精神が，真面目さを基に道を究める

独特のスポーツ観を育んだ．学校間の

対抗競技会は，スポーツと教育の問題

を誘発した．競技会のようすは，独特

のスポーツ観とともに，メディアに

よって繰り返し伝えられた．その結

果，「学校体育の充実と貧困な生涯ス

ポーツ環境，偏ったスポーツ観に基づ

く限定的・閉鎖的なスポーツ習慣が定

着」．この言葉の意味と中身は，後で

考えておいてください．

　そして，それがストレートな原因と

は言わないけれども，いろいろな要素

が相まって，体罰の問題などというも

のが，昨年夏から大きく社会問題とし

てクローズアップされているわけです

ね．ここからのスライドは，今年の体

育学会で少し話をする機会があったの

で，そこで使ったものです（資料

そのー方で…

◆体育とスポーツが混同
　・青少年期の教育の手段としての “スポーツ”
◆プレイ（遊び）の否定
　・競技志向で「道」を究める姿が求められる
◆チームのみで「クラブ」は育たず
　・競技会への参加単位である「チーム」優先
　・チームは学年進行。「引退」して「OB・OG」に
◆「コートの外」はあとまわし
　・更衣室・シャワー室・談話室がない体育施設
　・下校で部室を追い出された生徒はコンビニヘ
◆「最後の大会」が終わると「引退」？
　・「年度単位」、「競技」志向、「チーム」のみ

なぜ日本のスポーツ観・スポーツ環境
はこうなったのか？

・明治維新以降に外来文化として輸入されたスポーツは、高等教育機
関の学生が学校単位で取り組み、定着した。

・彼らの持つ、上昇志向、エリート意識、武士道精神が、まじめさを求め、
道を究める独特のスポーツ観を育んだ。

・学校間の対抗競技会は、スポーツと教育の問題を誘発した（例：野
球害毒論争）。競技会の様子は、独特のスポーツ観とともに、メディ
アによって繰り返し伝えられた。

↓

資料 35

学校体育の充実と、貧困な生涯スポーツ環境
“偏ったスポーツ観” にもとづく

“限定的な（閉鎖的な）スポーツ習慣” が定着
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「体罰」の背景Ⅰ：個人の問題
１．勉強不足である
１）文化としてのスポーツの理解が不十分
　・“競技” のみ、“チーム” のみ、“する” のみ…

２）指導する種目の理解が不十分
　・分析し、修正する力がない＝観察する目と、アイデアの不足

　・言語化できない。経験に依存

　　→　一般化できない　→　広がらない　→　閉鎖空間を形成する

３）指導対象の理解が不十分
　・レベルやニーズを把握できていない

２．パーソナリティに問題がある

３．置かれた状況に問題がある　→　組織の問題

「体罰」の背景Ⅱ：組織の問題
１．学校の中で…
１）厳しい指導を担わなくてはならない立場に置かれる
　・体育教師＝生徒指導担当教師として

　・生徒にいちばん近い存在として

　　（「なにも先生」よりも「部活先生」の方が熱心）

２）勝つことが要求される
　・学校の経営戦略として

　　例）スポーツで名を上げたい

　・進路の選択肢を保証・開拓するために

　　例）推薦入学枠の確保、特待生の確保と保証

　・教師としての身分を維持するために

　　例）勝たなかったら「クビ」となる私立学校の講師

２．競技団体の中で…
　・競技団体に代わって “選手強化” を担わされる学校運動部　→　構造の問題

「体罰」の背景Ⅲ：構造（仕組み）の問題
１．学校運動部の構造の問題①－“スポーツ” の観点から
１）選手制度
　・一つの学校に一つのチーム。部員が多いと補欠増、少ないと競技会参加不能
　・３年間同じ「チーム」に所属し、「選手」を目指す
　（・活動は学校（生徒会・同窓会・後援会含む）がささえてくれる）
２）トーナメント中心の競技会
　・負ければ終りのノックアウト方式。常に「勝つ」ことが求められる。
　　→「グッドルーザー」が育ちにくい。
　・勝てば勝つほど負担（金銭的・時間的）が増大。ミスマッチも生じやすい。
３）在校生のみを対象とする
　・少子化、ニーズの多様化で、部活動が維持できない
　・現状では、他校生や卒業生のための受け皿とはなりえない
４）競技団体が担うべき部分を、学校運動部が請け負ってしまっている
２．学校運動部の構造の問題②－“教育” の観点から
１）生徒も教師も、あまりにも多くのエネルギーを注ぎすぎている
２）（多くのエネルギーを注いでいるので）多くの教育的効果が期待されている
　・ブレイ空間としてでなく、規律を学ぶ場として期待されている
　・教師－生徒の関係を基盤として指導が為される

今後へ向けて（2013）
－サロン 2002 の可能性を踏まえて－

◆現状認識
１）スポーツ界の改革は「待ったなし」の状況にある！
　・スポーツ指導・学校教育における「体罰」・暴力・ハラスメン
ト問題社会全体が注目している！

　・100 年以上続いてきた日本のスポーツ環境を “本気で” 見直すとき
２）スポーツ界に「追い風」が吹いている！
　・2020 年東京オリンピック開催決定！
　今後の動きに社会全体が注目している！

いつやるの？　いまでしょ！

◆誰が？いつ？何を？
　CORE は？　JOA？　JOC は？　高体連は？　そしてサロン 2002 は？

「体罰」根絶へ向けて
スポーツ習慣を改め、スポーツ観を見直すために！

１．ユース年代のスポーツ環境の抜本的な改革を！
１）学校でできること⇒もっとある！新たな可能性の追求を！
①学校という “組織” でできることは…
　・保健体育の授業の充実　→　「スポーツ観」を見直すスポーツ教育を！
　・学校運動部の “活性化”
　　→レベルやニーズに応じた「スポーツ習慣」を形成するための多様な活動を！
②学校という “施設” でできることは…
　　→競技団体or地域社会or卒業生や保護者etc　＿もっともっと活用できる！
２）学校でできないこと⇒無理してやらない、抱え込まない！
　競技団体 or 地域社会 or 卒業生や保護者 etc に任せる
　（「学校でしなければならないこと」には責任を持って取り組む。当然かつ前提）
　タテ割り意識とヨコ並び意識をなくし、よりオープンに！

２. あるべき姿の共有を！
１）スポーツを勉強の二者択一でなく、“文武一道” を強く推進する
２）ロールモデルとなる人や組織をメディアで取り上げ、あるべき姿を共有する
　⇒オリンピック教育への期待

資料 36

36）．個人の問題はあるでしょう．組織の

問題もあるでしょう．だけれども，やはり

仕組みから見直していかなければいけない

ということを，私は強く感じております．

体罰根絶へ向けて，抜本的な改革を，ある

べき姿の共有を，スポーツと勉強の二者択

一ではなく，文武一道を強く推進する．先

日，中央大学の加納先生が書かれた文章を

読ませていただきましたが，同じことを書かれておりました．それから，ロールモデルとなる

人や組織をもっと取り上げ，あるべき姿を共有する．そのようなところで，オリンピック教育

への期待もあるなと．

　今後へ向けて，現状認識．スポーツ界の改革は，待ったなしの状況にある．僕は，実はかな
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り危機感を抱いております．そして，

追い風が吹いている．危機感と同時

に，チャンスというように思っていま

す．「いつやるの？ 今でしょ」とい

うところですね．誰が，いつ，何を．

サロン2002の話が出てくるのですが，

話せば長くなるから，省略します．後

でホームページを見ておいてくださ

い．このようなことを考えながら，

今，やっています．

　ということで，2020年に東京に決ま

りました．非常にはしゃいでいますね（資料37）．あの旗を持ってはしゃいでいるのは，安倍

さんではないですか．「意識を変え，習慣を変えよう．始めれば始まる，最初の一歩を踏みだ

そう．続けることにはエネルギーが要る．続けるためには，ぶれない理念，志を」ということ

で，質疑応答の時間も食ってしまって，一気に話してしまいましたが，

　まだ多少時間があると聞いておりますので，ぜひ皆さんからの質問や感想などを聞かせてい

ただければと思います．私の方で用意した話は，以上です．ありがとうございました．

〈質 疑 応 答〉

Ｑ．貴重なお話をありがとうございました． 2回にわたってユースフォーラムの方に参加した

4名は，参加する前と参加後で，やはり意識の違いといいますか，学内でも発揮されていたの

でしょうか．

Ａ．学内はもちろんですが，滞在中の 1週間で随分変わったなということを感じますね．例え

ば，英語を使ったコミュニケーション．僕もそれほど得意ではないのだけれども，コミュニ

ケートできるのです．それは，伝えたいから．「俺，伝えたいぞ」ということがにじみ出るか

ら．

　北京大会に参加した 2 人のうちの 1人は，学校の英語の成績はとてもよい，いい子なので

す．ところが，グループディスカッションのときに，何も話せない，話さない．隣に英和辞典

を置いているけど，それを見てやっている場合ではないでしょう．何か思ったことを，日本語

でもいいから何でも話せばいいのですが，きちんとした英語になっていないとだめだと思い込

んでいるのか，話さないわけです．同じグループの子が，気を利かせて「君が言いたいのは，

スポーツで “ゆたかなくらし” を

資料 ３7
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こういうこと？ ああいうこと？」と言ってくれて，ようやく口を開くような感じだったけれ

ども， 2日たって， 3日たっていくと，文法などどうでもいいのだ，伝えたいことを何でもい

いから口から出せばいいのだということがわかってくる．何か言えば，それに対して，同じ人

間なのだから，「何かを伝えたがっている」ことは伝わるわけで，コミュニケーションが始ま

るのです．こういうことに気づいて，後半はかなりオープンに，フランクに，インチキ英語で

やっていました．そのようなことは，いろいろある中の一つですけど， 1週間の中で変わった

ことですね．

　 4名の生徒が行って，帰ってきたわけですけれども，どうだろうな．劇的に何がどのように

変わったかということは何とも言えないけれども，間違いなく参加した生徒たちの中でのこの

1週間は，人生の大きなトピックになるのではないかと思いますね．

Ｑ．商学部 2 年のWと申します．今日はありがとうございました．最後にお話があった体罰

についてなのですけれども，私も高校は割とスポーツが盛んな高校で，この体罰の問題が非常

にメディアで言われるようになったときに，一斉に調査のようなものがありました．何人か，

やはり母校の先生で体罰ということでスポットを当てられてしまって，学校の先生からも，そ

の方はサッカー部の監督だったのですけれども，言われて，先生を辞めてしまったかたがい

らっしゃったのですけれども，実際にそこで過ごしていて，体罰とまでは思っていなかったと

思うのです，生徒たちもみんな．確かに部活に対しても質より量と言われているような学校

だったのですけれども，体罰の定義は何なのだろうと私は思っていて，実際に体育教師をやら

れている中塚先生から見て，教えていただきたいなと思ったのですが．

Ａ．法学部の人に教えてほしいな．体罰の定義とは何か．ただ，何だろうね．してはならない

ということは昔から，法的にもね，恐らく．けれど，今言われたように，例えばこれもコミュ

ニケーション．特に私は大阪の出身なのだけれども，体罰ではないけれども，「こら，おま

え，あほか」というようなことはよくあるのです，日常の会話の中で．それを体罰と捉えられ

てしまうと，そして，それで職を失うことがあるとすると，ちょっとやっていられないという

感じはあるのです．

　ただ，「おまえ，あほか」とやっていたところも，これをきっかけに，見直さなければいけ

ないのだろうなと思います．大阪の漫才を見ていると，少しやりすぎではないかと思うことが

あるでしょう，時々．いじられ芸人がボコボコにやられるのを，テレビで見ながら面白がって

いる風潮．それが，どこかで行き過ぎになって，いじりがいじめになっていくのです，恐ら

く．では，どこまでがいじりで，どこからがいじめなのかというと，その法的な定義は，法学
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部の人に教えてほしいところです．ですから，明確な結論は出せません．しかし，やはりこれ

を機に，見直さなければいけないということを強く感じています．ちょうど私は，全国高体連

の研究部活性化委員会の委員長をやっています．高体連自体がこれに正面から向き合って，何

とかしていこうということを， 1月の全国研究大会で，先ほどのスライドを使って現場の先生

にドカンと言おうと思っています．

　今言われたように，多分，結論はないのです．生徒と教員との人間関係がベースにある話だ

から．しかし，それでもそれぞれの指導者が，自分がやってきたことも見直そうということで

すね．僕自身も，ある本の中で「体罰」について書く機会があって，そこで暴露しているので

すが，十数年前かな．お正月の高校選手権予選のハーフタイムに，キャプテンと副キャプテン

を呼んで，みんないるところでバーンとやったことがあります．そのときはそれが必要だと

思ってやったし，後悔もしていないし，卒業生との飲み会でその話になったときに，そいつら

がそれをマイナスイメージで捉えていることもないから，多分よかったのだろうとは思うけれ

ども，法的に言ったらそれは体罰だし，今から思うと，もっと違うやり方もあったかもしれな

いという気もするし，なかなか難しいですね．

Ｑ．教育学専攻のHといいます．日本の中・高の体育の授業で，運動能力に非常に差が出て

きてしまって，みんなで楽しくやるという空気がなかなか作りづらくなっていると経験上思う

のですけれども，それに対してどのように思って，また，中塚さんが授業内でそのようなこと

に対して何か工夫してやられていることがあれば，教えていただきたいと思います．

Ａ．山ほどあります．といいますか，体育の授業というのは，今言われたように，本当に個人

差だらけなのです．部活は，ある程度似たような人たちが集まっているけれどもね．ただ，ま

ず一般論から言うと，非常に残念ながら，多くの体育の先生は「部活先生」です．部活の指導

をしたくて先生になった人なので，はっきり言ってあまり勉強していないわけです，残念なが

ら．ですから，部活と同じような練習を体育でただやっているだけ．そうすると上手な子が目

立って，苦手な子はどんどん嫌な感じになって，それでおしまい．そのような授業ではなかっ

た？

Ｑ．僕は，結構下手だったのですけれども，楽しんで，上手な子と結構やっていました．「下

手くそ」と言われながら．

Ａ．それは，なぜ．君のパーソナリティーなの？

Ｑ．とにかく自分がスポーツが好きなので，楽しみたいということを前面に出したら，上手な

人からも受け入れてもらえたのかなと思っているのですけれども，よく分からないです．
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Ａ．素晴らしいですね．そのような話が僕も非常に参考になっています．そのような人を育て

たいわけです．上手，下手だけではなくて，「あ，スポーツって楽しいんだな」と少しでも

思ってくれるような子を，体育の授業で増やしていきたい．

　では，どうしたらいいのかというと，例えば小さい頃の遊びの中で，幼い弟や妹と一緒に遊

んだときに，「おみそ」や「お豆」など，そのようなルールを経験した人はいませんか．経験

したことがある人？ ない人？ そうか．ここなのです．同世代とばかり，似たような者とば

かりやっているとそのような発想が出てこないけれども，小さい弟や妹は，お兄ちゃんたちと

一緒にわーっと遊ぶ，その空間にいられればいいわけ．鬼になってデーンとタッチされても，

弟や妹は鬼にならないという，例えばそのようなルール．そのような特別ルールを用意するこ

とによって，みんなが一緒に遊べる．

　例えばサッカーの授業でも，高校 3年生で，男女一緒にやるのです，選択の授業で．そこで

は，今言っていたようなことが授業のメインテーマになってきて，どうすれば男女で徹底的に

サッカーを楽しめるかということを生徒たちは考えるわけ．今どきの高校生はアイデアが乏し

いので，こちらからヒントを出さざるをえないのだけれども，それも含めていろいろと出てく

る中で，例えば，女の子が点を取ったら 2点．男子の中でサッカー部員は，苦手な方の足しか

使ってはならない．得意な方の足に当たったら反則．あるいは上手な人は，タッチ数制限が

あって，ツータッチ以下，あるいはワンタッチしかしてはならない，あるいはこの範囲しか動

いてはならないなど，工夫すればたくさんできるわけです．

　それを，遊びを作りながら考えていくことが大事ではないかと思っていて，体育の中でそれ

はやるべきだし，いわゆる生涯スポーツにもつながってくる，大事な遊び方の勉強になるので

はないかと思ってやっています．うちの学校は，いつでも授業を公開しているので，いつでも

来てください．

演者紹介：
中塚義実氏
　筑波大学附属高等学校保健体育科教諭
　サッカー部顧問／DUOリーグチェアマン
　サロン2002理事長
　筑波大学蹴球部同窓会茗友 SC理事長
　筑波大学オリンピック教育プラットフォーム運営委員


